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本日の出席率７５.６７％：会員数４１名・出席２５名・欠席９名・出席規定免除会員（７）３名・ビジター１名

前々回の修正出席率１００％：出席２８名・メークアップ６名・出席規定免除会員出席５名

　皆さんこんにちは。 本日の例会

お疲れ様でございます。

　本日は、 長崎国際大学観光学

科 原 哲弘 準教授の卓話をお願

いしております。 私も、 役所時代

に施設整備、 地域づくり等につい

て、 意見交換をいたしておりまし

た。 本日のお話を楽しみにいたしております。 どうぞよろしくお

願いします。

　先の１６日 （日） 社会奉仕委員会のお世話で、 長崎県立佐世

保特別支援学校との交流を含めて、 社会福祉法人 民生会へ

の施設訪問を行いました。 高等部の皆様によります、 太鼓の演

奏にダンスの披露を行い、 大変楽しい時間を過ごすことが出来

ました。 当クラブの松田会員の所属先である、 民生会からは理

事長様をはじめスタッフの皆様より暖かくお迎えしていただき、

楽しく施設訪問が出来ましたことにお礼を申し上げます。 西村

委員長をはじめ、 社会奉仕委員会の皆様には大変お疲れ様で

した。

　また、ＹＯＳＡＫＯＩ佐世保祭りも２１日から２３日まで開催されま

す。 クラブのメンバーもスタッフとして関わっております。 皆さん

で盛り上げていきたいと思っております。 以上挨拶といたします。

１．例会変更
 佐世保東ロータリークラブ

１１月１０日（木）１２：３０→１１月１３日(日）１１：３０～
場所 ：市瀬農園　　

ハウステンボス佐世保ロータリークラブ合同芋ほり家族例会

のため

〒857-0875 佐世保市下京町 10-6 太陽アネックスマンション 306 号室 TEL.0956-25-5595 FAX.0956-25-3445 Mail.chuo.rc@theia.ocn.ne.jp

牛島 義亮第６グループガバナー補佐
　２回目の第６グループガバナー補佐訪問とガバナー公式訪問

が終了しました。 まだ、 後半がありますので、 よろしくお願いし

ます。

西村 浩輝社会奉仕委員長
　１０月１６日に長崎県立佐世保特別支援学校の和太鼓部、 ダ

ンス部の演舞発表会ということで、 「ほがらか会館」 に訪問させ

ていただきました。 松田 啓伸君、 ご両親にも大変お世話になり

ました。 総勢１００人を超す盛況の中で楽しんでまいりました。

会長はじめ多数の会員の皆様、 参加ありがとうございました。

　又、 １２月４日にも事業を企画しておりますので、 よろしくお願

いします。

井上 亮中央会幹事
　本年度第２回中央会は１０月２９日、 ４組１６名の参加です。 練

習会は毎回３～４名の参加ですので、 是非飛び入りでＯＫです。

参加ください。

１１月　３日（木）休会　定款第６条第１節により

ハウステンボス佐世保ロータリークラブ
１１月１５日（木）１２：３０→１１月１３日(日）１１：３０～
場所 ：市瀬農園　　

佐世保東ロータリークラブ合同芋ほり家族例会のため

１１月　８日（火）・１１月２２日（火）１２：３０～
場所 ： ハウステンボス 「トロティネ」　　

レンブラントホール使用不可日のため　

２．来　　信
・ガバナー事務所
　　２０１７年ロータリー国際大会参加及びツアーについて

・長崎県立佐世保特別支援学校
太鼓 ・ ダンス部発表会のお礼状

・聖和女子学院中学校高等学校 校長 卜部篤志様
「第３５回チャリティーコンサート聖和音楽のつどい」 のご案内

・長崎県共同募金会佐世保支会 支会長 朝長則男様
共同募金運動への協力のお願い

佐世保ロータリークラブ　　 　　　　　　 　 山下　尚登 様
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本日の合計　　　　    19,000 円

本年度の累計　　　 355,000 円

■ ゲスト卓話 ■

昭和２２年１０月　２日　古川　直記君
昭和２９年１０月１９日　四元　清安君
昭和４７年１０月２２日   有吉　中　君

長崎国際大学 人間社会学部
国際観光学科 准教授  原 哲弘様
メビウス航路
　

　

１１月２６日・２７日に武雄で遠征ゴルフをします。 多数の参加を

お願いします。

１０月１１日　田雑　豪裕・美知子 ご夫妻
１０月１５日　田代　博之・顕子　 ご夫妻
１０月１９日　橋口　佳周・裕子　 ご夫妻
１０月２１日　鶴田　明敏・弘子　 ご夫妻
１０月２８日　牛島　義亮・真喜子 ご夫妻

山瀧 正久会長・岩政 孝副会長・岡 光正幹事
皆様こんにちは！佐世保ロータリークラブ 山下 尚登様のご

来訪を心より感いたします。

さて、 本日の例会は長崎国際大学 人間社会学部 観光学科

准教授 原哲弘様の卓話になっております。 地域活性化に

ついての貴重なお話が聞けると思います。 大変楽しみにして

おります。

本日もどうぞよろしくお願いいたします。

福田 英彦君
久し振りに旅行らしい旅行が出来ました。 ロータリーの中間の

お蔭で、 大変楽しい時を過ごせましたのでニコニコします。

鶴田 明敏君
結婚して４４年目になりました。 今後共よろしくお願いします。

西村 浩輝君　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「ほがらか会館」 施設訪問に、 多数の会員の参加ありがとう

ございました。

牛島 義亮君　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

今月の２８日で、 ３８回目の結婚記念日だと思います。 取りあ

えず、 四元夫婦の３１回目の結婚記念日とあわせて、 福田団

長のもと、 池永夫婦を従えて旅行をしてきました。 その報告

は、 いつかの機会にゆっくり話したいと思います。

四元 清安君　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

誕生日祝いありがとうございます。 ６２才になりました。 結婚３

２周年祝いにドイツ ・ スイスに旅行いたしました。 牛島先輩 ・

福田先生 ・ 池永君にお世話になりました。 また、 よろしくお

願いします。

田代 博之君　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

結婚記念日のお花ありがとうございました。

野村 和義君　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

風雲松田城見学ツアーに参加させていただきました。 支援

学校の生徒さんの太鼓とダンスには、 とても感動致しました。

また、 城主のご正室であるお母さまの話の長さに大変感動い

たしました。 当日は、 弁当をご馳走になりましたので、 その

お礼にニコニコします。

松田 啓伸君　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

日曜日の佐世保特別支援学校の和太鼓部 ・ ダンス部の発表

会では大変お世話になりました。 何かと不手際もあったと思

いますが、 終わった後に利用者から 「太鼓楽しかった　次い

つ来ると？」 と言われ、 それだけでやって良かったと思えまし

た。 本当にありがとうございました。

芥川  圭一郎君　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

明日から３日間、 名切グランドで生ビールと牡蠣の販売をし

ています。 お待ちしております。

佐世保湾と大村湾
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ＳＡＡ：平岩義明君

次回例会／１０月２７日１２：３０～

次回献立／和食松花堂

人々の暮らしを再発見

長崎県は海に面した特徴があり、古来より船を利用した
暮らしがありました。それが近代化の流れの中で変化し、
車社会が到来します。そこで見失った地域の特性や人々
の暮らしを再発見することを目的としました。
　「メビウス航路」という言葉の意味は、ドイツの数学者
が考えた「メビウスの輪」を比喩にたとえ、車社会では、
裏と思えるルートが、実は船の航路を考えることで違う
視点になることを意味しています。

地域間連携による満足から感動の時代へ

地域観光における魅力あふれる
　ホスピタリティー精神　＝　厚くもてなす精神
　　　　　21世紀は顧客満足の時代から

　　　　　　　　　↓
来訪者も地域住民も、共に喜びを分かち合える
「　双方向型　」の交流時代である。

佐世保港

佐世保市役所・港湾部との連携

西海橋

大村湾から見るハウステンボス

ハウステンボスは、第２のキャンパスで長期のインター湿布の
学びの場です。特に留学生は海外からの観光客に対して観光ガ
イドを実践しており、インバウンド観光に対して、強力な即戦力と
なっている。

早岐瀬戸（観潮橋）

国際観光学園都市構想

本大学は、自然が豊かな環境にあり、ハウステンボスを
第2のキャンパスとして開かれた施設として開放される
べきです。またHTBは、世界の情報集積拠点として観光
ビジネスモデル都市となることも目指しています。そこ
で、早岐・広田地区と大学周辺、更にハウステンボスを考
慮した国際観光学園都市を提案します。

こんなに近い！大学とHTB

Google Earth より引用

港のある大学

国際観光学園都市

佐世保市役所・港湾部との連携

・運河のある街、国道の長崎県

佐世保市役所・港湾部との連携

構成

事業

○  使命

使命

・大学、早岐町、HTB等との連携に
  よる事業

・大学生、市民、自治体、企業、観光
  客など

広域観光は防衛力となりうるか？

九州北部の地理的特性（本土最西端）を最大限に活かし
て、国境を越えた「知られざる遺産」を双方向型のクロス
ボーダーツーリズムと捉えることは、両国の考えを理解
することにつながる。そして歴史をありのままに知り、相
手を理解することは、力の防衛力とは違い、平和産業の
観光が果たす役割である。

国峡観光の現状

観光を通して相互理解を深める必要性があり、日本の
地方と外国の地方とが直接交流する時代である。

日韓交流のゼミ活動2016（釜山市）
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